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★
衛
星
放
送
事
業
会
社
「
東
北
新
社
」
に

よ
る
総
務
省
役
人
の
接
待
問
題
で
、
11
名

の
幹
部
職
員
が
処
分
を
受
け
た
。
接
待
も

1
回
だ
け
な
ら
、
言
い
訳
も
立
つ
だ
ろ
う

が
、
頻
繁
に
接
待
を
受
け
て
い
た
と
し
た

ら
、
弁
解
の
余
地
が
な
く
、
明
ら
か
に
公
務
員
倫
理
規

程
に
違
反
し
て
い
る
。
★
処
分
者
の
中
に
は
、
次
期
の
人

事
異
動
で
、
事
務
次
官
の
本
命
と
噂
さ
れ
て
い
た
人
も

含
ま
れ
て
い
る
。
役
人
と
し
て
最
高
の
ポ
ス
ト
目
前
で
、

懲
戒
処
分
を
受
け
、
辞
職
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
に
天
国

か
ら
地
獄
へ
の
転
落
で
あ
る
。
★
言
う
ま
で
も
な
く
、
公

務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
り
、
決
し
て
特
定
の
個
人
、

会
社
、
団
体
の
利
益
に
便
宜
を
図
っ
て
は
な
ら
な
い
の
は

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
接
待
し
た
会
社
も
、
接
待
さ
れ

た
役
人
も
、
そ
の
場
で
、
特
別
な
要
望
も
陳
情
も
な
か
っ

た
と
言
っ
て
い
る
が
、
再
三
に
わ
た
っ
て
の
接
待
で
あ
る

以
上
、
疑
念
を
持
た
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。
★
民
間
に
よ

る
官
僚
の
接
待
は
、
以
前
は
誰
も
不
思
議
に
思
わ
な
か
っ

た
。
23
年
前
、
当
時
の
大
蔵
省
役
人
へ
の
過
度
な
接
待

事
件
を
契
機
に
、
平
成
12
年
「
国
家
公
務
員
倫
理
規
程
」

が
制
定
さ
れ
、
役
所
と
利
害
関
係
の
あ
る
民
間
人
と
の

飲
食
は
、
厳
し
く
制
限
さ
れ
た
。
★
昭
和
29
年
3
月
、

京
都
大
学
の
卒
業
式
で
、
滝
川
幸
辰
総
長
は
、
実
社
会

に
巣
立
つ
卒
業
生
に
対
し
て
、
タ
ダ
酒
を
飲
む
な
と
訓
示

し
た
。
社
会
に
は
色
々
と
誘
惑
が
多
い
。
飲
食
を
ふ
る
ま

わ
れ
る
機
会
が
多
い
が
、
そ
の
裏
に
は
必
ず
、
相
手
側
の

思
惑
が
あ
る
。
★
無
理
難
題
を
要
求
さ
れ
、
間
違
え
れ

ば
犯
罪
に
手
を
染
め
る
こ
と
に
な
る
。
前
途
有
為
な
卒

業
生
が
そ
ん
な
罠
に
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
自
主
、
自
立
の

精
神
を
持
っ
て
、
人
生
を
歩
ん
で
ほ
し
い
と
の
戒
め
の
忠

告
で
も
あ
っ
た
。
今
回
の
接
待
問
題
で
、
67
年
前
の
滝
川

総
長
の
訓
示
を
思
い
出
し
た
。
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高円宮久子妃殿下ご臨席の京都コングレスで
挨拶する菅首相、京都国際会館で

（出典：首相官邸ホームページ）

連
日
頭
の
痛
い
菅
首
相

次から次へ不祥事が発覚次から次へ不祥事が発覚
強く求められる公務員の倫理強く求められる公務員の倫理

次から次へ不祥事が発覚次から次へ不祥事が発覚
強く求められる公務員の倫理強く求められる公務員の倫理

昨
年
9
月
、
第
26
代
自
民
党
総
裁
に
就
任
し
、
第
99
代
内
閣
総
理
大
臣

に
選
出
さ
れ
た
菅
首
相
。
た
た
き
上
げ
の
政
治
家
と
し
て
、
国
民
の
共
感

を
呼
び
、
滑
り
出
し
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ
た
。
内
閣
支
持
率
は
70
％
以

上
あ
り
、
こ
の
状
態
で
総
選
挙
に
打
っ
て
出
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

た
。
そ
こ
に
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
待
ち
構
え
て
い
た
。
緊
急
事
態
宣
言
下

に
も
関
わ
ら
ず
、
与
党
議
員
に
よ
る
銀
座
の
ク
ラ
ブ
で
の
飲
食
が
週
刊
誌

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
追
い
打
ち
を
掛
け
て
、
菅
首
相
の
長
男
が
勤
務
す

る
通
信
会
社
「
東
北
新
社
」
と
総
務
省
幹
部
職
員
の
間
で
頻
繁
に
飲
食
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
衆
参
の
予
算
委
員
会
で
は
、
連
日
、
こ

の
問
題
に
対
す
る
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
菅
首
相
と
し
て
も
、
身
内
が

絡
ん
だ
問
題
だ
け
に
頭
の
痛
い
こ
と
で
あ
る
。
公
務
員
の
倫
理
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
は
あ
る
が
、
国
政
の
最
重
要
課
題
で
は
な
い
。
昨
今
、
中
国
の

力
の
増
大
に
伴
い
、
日
本
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
き
わ
め
て
深
刻

に
な
っ
て
い
る
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
傷
つ
い
た
経
済
の
立
て
直
し
を
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
会
は
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
。
日
本
の
将

来
を
展
望
し
た
骨
太
な
論
争
も
期
待
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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追悼の辞を述べる菅首相
（出典：首相官邸ホームページ）演説する菅義偉自民党総裁

東
日
本
大
震
災
十
周
年
追
悼
式

東
日
本
大
震
災
十
周
年
追
悼
式

　　
菅
首
相
　
自
然
災
害
へ
の

菅
首
相
　
自
然
災
害
へ
の

防
災
を
強
調

防
災
を
強
調

第第
8888
回
自
由
民
主
党
大
会

回
自
由
民
主
党
大
会

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
者
国
会
議
員
の
み

コ
ロ
ナ
禍
で
出
席
者
国
会
議
員
の
み

参
議
院
自
民
党
緊
急
提
言

参
議
院
自
民
党
緊
急
提
言

困
窮
家
庭
の
子
供
を
救
え
、

困
窮
家
庭
の
子
供
を
救
え
、  

　　

政
府
早
速
対
応

政
府
早
速
対
応

平
成
23
年
3
月
11
日
、
午
後
2
時
46
分
に

東
北
地
方
に
発
生
し
た
大
地
震
は
、
東
京
で
も

新
幹
線
が
転
覆
、
あ
る
い
は
高
層
ビ
ル
が
倒
壊

す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
強
い
揺
れ
で

あ
っ
た
。
月
日
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
あ

れ
か
ら
10
年
の
時
間
が
経
過
し
た
。
し
か
し
、

地
震
、
津
波
で
肉
親
を
一
瞬
に
し
て
亡
く
さ
れ

た
方
々
の
深
い
傷
は
10
年
た
っ
て
も
癒
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
。
大
き
な
被
害
を
受
け
た
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
の
復
興
も
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
2
万
人
近
い
方
が
、
津

波
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
明
治
29
年
に
三
陸
地
方

に
大
地
震
、
そ
し
て
大
津
波
が
襲
い
、
2
万
数

千
人
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
時
の
体
験
、
経
験

は
語
り
継
が
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
明
治
の

震
災
か
ら
教
訓
を
学
ん
で
い
れ
ば
、
も
っ
と
犠

牲
者
を
少
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
天

災
を
受
け
た
時
か
ら
、
そ
の
時
の
経
験
、
体
験

を
継
承
し
、
ま
さ
か
の
時
に
備
え
る
防
災
こ
そ

大
切
で
あ
る
こ
と
を
今
さ
ら
な
が
ら
教
え
ら
れ

た
。
3
月
11
日
、
国
立
劇
場
で
、
天
皇
皇
后
両

陛
下
ご
臨
席
の
下
、
ご
遺
族
は
じ
め
関
係
者
が

出
席
し
、
東
日
本
大
震
災
十
周
年
追
悼
式
が

厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
た
。
菅
首
相
は
式
辞
の
中

で
、
東
北
復
興
の
総
仕
上
げ
に
全
力
を
尽
く
す

と
と
も
に
震
災
を
教
訓
と
し
て
防
災
に
取
り
組

む
こ
と
を
強
調
し
た
。
最
後
に
、参
加
者
全
員
、

祭
壇
に
花
を
捧
げ
、犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
。

3
月
21
日
、
第
88
回
自
由
民
主
党
大
会
が
、

グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
新
高
輪
で
開
催
さ
れ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
に
、
例
年
の
よ
う
に
数
千
人
が

参
加
す
る
大
規
模
な
大
会
で
は
な
く
、
会
場
に

出
席
で
き
る
の
は
衆
参
国
会
議
員
389
名
の
み
で

あ
っ
た
。
各
県
の
代
議
員（
188
名
）は
、
リ
モ
ー

ト
で
参
加
し
た
。
こ
の
日
、
東
京
は
緊
急
事
態

宣
言
の
解
除
日
で
あ
っ
た
が
、
今
な
お
、
感
染

に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
あ

る
。
密
を
避
け
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
形

式
を
採
る
の
も
や
む
を
得
な
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
事
態
宣

言
が
再
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
引

く
中
、
若
者
や
女
性
、
生
活
困
窮
者
を
と
り
ま

く
様
々
な
課
題
が
一
層
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
。
参
議
院
自
民
党
で
は
、
3
月
15
日
、
二
ノ

湯
政
審
会
長
と
「
不
安
に
寄
り
添
う
政
治
の
あ

り
方
勉
強
会
」
事
務
局
長
上
月
参
議
院
議
員

が
、
坂
本
哲
志
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
、
田
村

憲
久
厚
労
大
臣
、
加
藤
勝
信
官
房
長
官
を
訪

ね
、
現
場
の
声
を
十
分
に
踏
ま
え
、
施
策
が
迅

速
、
的
確
か
つ
強
力
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
要
請

し
た
。
参
議
院
自
民
党
が
提
言
し
た
主
な
施
策

は
、
次
の
項
目
で
あ
る
。

○
困
窮
者
へ
の
対
応
の
充
実
・
強
化

・
年
度
末
や
年
度
始
め
を
迎
え
、
真
に
困
窮
す

る
子
育
て
世
帯（
ひ
と
り
親
、
ふ
た
り
親
を
問

わ
ず
）に
は
現
金
給
付
等
に
よ
る
支
援
を
速
や

か
に
実
施
す
べ
き

○�

支
援
・
相
談
体
制
の
充
実
と
最
前
線
の
支
援

現
場
へ
の
配
慮

・
市
町
村
や
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
児
童
相

談
所
等
の
マ
ン
パ
ワ
ー
支
援
や
、
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
等
の
活
動
の
充
実
に
向

け
た
支
援
を
強
化
す
べ
き

・
相
談
支
援
に
当
た
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
人
材
育
成

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
活
動
の
支
援
を
行

う
べ
き

○
学
生
や
教
育
現
場
へ
の
支
援

・
新
入
生
や
就
活
生
、
留
学
生
等
の
悩
み
に
的

確
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
教
育
現
場
等
を
支

援
す
べ
き

・
教
育
現
場
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
対
応
を
推
進
す
る
た

め
、
大
学
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
べ
き加藤勝信官房長官 田村憲久厚労大臣 坂本哲志担当大臣
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多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る

多
く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
る

際
立
つ
コ
ロ
ナ
関
連
の
提
言

際
立
つ
コ
ロ
ナ
関
連
の
提
言

我
が
国
に
お
い
て
は
、
政
治
の
分
野
だ
け
で

な
く
、
他
の
分
野
で
も
、
指
導
的
立
場
に
立
つ

女
性
の
数
が
、
欧
米
諸
国
と
比
較
し
て
非
常
に

少
な
い
こ
と
が
、
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い

た
。
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
森
会

長
の
女
性
蔑
視
発
言
を
き
っ
か
け
に
、
各
分
野

に
も
っ
と
女
性
を
登
用
す
る
べ
き
だ
と
い
う
意

見
が
、
急
速
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
政
治
の

分
野
で
も
、
地
方
自
治
を
担
う
地
方
議
会
で
、

女
性
議
員
の
数
が
、
極
端
に
低
い
。
も
っ
と
多

く
の
女
性
が
進
出
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
政
治
の
分
野
で
の
女
性
議
員
を
増
や
す

こ
と
は
、
選
挙
と
い
う
関
門
が
あ
る
だ
け
に
、

簡
単
に
実
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
れ
ら
の

ハ
ー
ド
ル
を
克
服
し
、
女
性
議
員
の
数
を
増
や

す
に
は
、
本
人
の
強
い
意
思
、
社
会
の
理
解
、

政
党
の
援
助
等
が
必
要
で
あ
る
。
自
民
党
で
は

多
く
の
衆
参
女
性
議
員
が
、
中
心
と
な
っ
て
、

女
性
議
員
を
増
や
そ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
き

て
い
る
。
国
民
の
半
分
は
女
性
で
あ
る
。
当

然
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
意
見
が
、
国
内
の
す

べ
て
の
分
野
に
お
い
て
、
反
映
さ
れ
る
こ
と
は

い
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
地
方
議
会
に
お
い

て
は
、
男
女
を
問
わ
ず
、
議
員
の
な
り
手
不
足

が
深
刻
で
、
無
投
票
の
選
挙
区
が
多
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
な
り
手
不
足
の

理
由
は
色
々
あ
る
が
、
先
ず
は
、
や
り
が
い
の

あ
る
議
員
、
魅
力
あ
る
地
方
議
会
に
す
る
こ
と

が
、
非
常
に
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

自
由
民
主
党
政
務
調
査
会
で
は
、
今
回
の
コ
ロ
ナ

感
染
症
拡
大
を
契
機
と
し
て
、
我
が
党
が
将
来
に
向

け
て
、
ど
の
よ
う
な
政
策
を
打
ち
立
て
、
国
民
生
活

の
向
上
と
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
済
社
会
の
立
て
直

し
を
図
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
全
国
会
議
員
が
、
地

元
に
足
を
運
び
、
企
業
、
団
体
、
個
人
と
面
談
し

て
、
悩
み
、
苦
し
み
、
要
望
等
を
聞
く
よ
う
に
指
示
を

出
し
た
。
二
ノ
湯
議
員
も
経
済
団
体
を
訪
問
し
、
現
下

の
問
題
点
を
聞
い
て
回
っ
た
。
機
関
紙
「
え
と
す
」
に

も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
同
封
、
多
く
の
方
々
か
ら
、

83
件
に
及
ぶ
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
意
見
の
大
多
数

が
、
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
の
時
期
、

当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
、
党
本

部
に
提
出
し
た
が
、
少
し
で
も
政
府
の
政
策
と
し
て
、

取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

政
治
分
野
で
の
女
性
進
出

政
治
分
野
で
の
女
性
進
出

欧
米
に
比
べ
非
常
に
低
い

欧
米
に
比
べ
非
常
に
低
い

議員数 男性 女性

都道府
県議会 2,668

2,365 ,303

88.6% 11.4%

市区
議会 18,873

15,740 3,133

83.4% 16.6%

町村
議会 10,889

9,685 1,204

88.9% 11.1%

人数 男性 女性

知　事 47
45 2

95.7% 4.3%

市区長 815
788 27

96.7% 3.3%

町村長 925
917 8

99.1% 0.9%

議員数 男性 女性

衆議院 465
419 46

90.1% 9.9%

参議院 245
189 56

77.1% 22.9%

◆我が国の国会議員の男女比率 ◆我が国の知事・市区長・町村長、都道府県・市区町村議会議員の男女比率

項目 代表的な意見

①
コロナ
関連

・PCR検査を徹底的に実施すれば、緊急事態宣言、活動制限する必要が少なくて済む
・国産のワクチンで対応してほしい　
・ワクチン接種について医療機関から事前予告の通知がほしい　
・GoToキャンペーンでは全国民に平等ではないので消費税減税で対応してほしい
・国が都道府県に資金を渡しGoToトラベルを再開するべき　
・国による京都府・市町村への財政援助の拡充　
・コロナ補助金で生じた国の借金を子供たちが将来負担することについて　
・飲食店への補助金について見直しが必要　・事業規模に応じた支給金額に　
・中小企業・小規模事業者の事業継続　・雇用持続への支援　
・幅広い事業者が使える支援制度を構築　・補助金対象にならない業種への支援を検討　
・若い世代の子育て支援、パートタイム支援を検討　
・コロナ対策で持続化給付金がとても助かった　・診療記録の保存

②
外交・
安全保障

・安全保障について議論してほしい　・対中国政策の弱さ　・北方四島、竹島、尖閣問題
・省庁の資料を鵜呑みにせず、ジャーナリストの話を聞き国防問題の解決策を考えるべき

③
インフラ・
災害

・綾部〜小浜線の早期開通　・京阪奈新幹線祝園ルート延伸について　・洪水対策
・山陰線の完全な複線化（綾部〜園部間）　・森林の整備・振興

④
国会・
国会議員

・国会審議を女性問題や飲食、接待などより、もっと大事な内容に時間を使うべき
・一般庶民の感覚をもった若く清新な自民党議員を注入すべき
・国会議員が不祥事を起こしても辞職せず高額の給料をもらい続けることへの疑問、即辞職

すべき　
・75歳以上の議員は潔く後進に席を譲らなければ若手議員や女性議員が増えない
・政治家という職業で生活されているのであればもっと自覚し勉強してほしい　
・政治家は自身の品格、品性、倫理の習得のために研修すべし

⑤
教育問題

・心の教育、人を思いやり支え合う精神が大切　・大学の在り方の見直し
・有名私大の地方分散

⑥
その他

・産業等の全てにおいて中国に依存せず国内で賄える体制を整える
・下請け企業が安心して給料を払えるような制度を親企業に創設して欲しい
・中国人の日本国領土買収について　・大手企業本社の地方移転　・官公庁の地方分散
・自助・共助・公助の精神をもっと国民に自覚させないと日本は破滅していきます　
・自民党も労働組合の取り組みをしてほしい　・サプライチェーンの見直し　
・食料自給率UPを　・地方自治への援助を強化していただきたい　・道州制の導入
・菅総理を信頼し、リーダーシップを発揮してもらい、指導者として誇りを持ってもらいたい
・オリパラ開催は延期すべき　・オリパラ開催は中止すべき　・拉致問題の早期解決
・憲法改正　・各委員会NHK放映時のパネル資料の明確化
・自民党に責任政党として国政を担っていただきたい

○
日
本
に
お
け
る
各
級
議
員
の
表
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伊勢神宮参拝
5月中旬頃に実施予定

初詣実行委員会

恒例の伊勢神宮初詣が、コロナ感染症のために順延

となりました。参加を希望されておりました方々から、

ぜひ実行してほしいとの要望が、事務所に寄せられて

おります。そこで、緊急事態宣言も解除されましたので、

5月中旬頃の、土曜、又は日曜に計画致したいと考え

ております。次回の「えとす」4月号には、詳細スケジュー

ルをお知らせ致します。

一
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
っ

た
。
ス
ー
チ
ー
氏
の
指
導
の
下
、
国
は
着
実
に

民
主
化
が
進
み
、
経
済
は
発
展
し
て
い
る
も
の

と
思
っ
て
い
た
。
民
衆
の
抵
抗
が
ど
こ
ま
で
成

果
を
挙
げ
る
の
か
。
日
本
と
非
常
に
近
し
い
国

だ
け
に
、
決
し
て
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
い
。

一
、
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
で
、
香
港
の

民
主
活
動
家
の
弾
圧
は
、
中
国
の
利
益
を
守
る

た
め
に
は
当
然
で
あ
り
、
民
主
活
動
家
は
反
国

家
主
義
者
だ
と
決
め
つ
け
た
。
ま
さ
に
こ
じ
つ

け
の
理
由
で
あ
る
。
経
済
、
軍
事
大
国
と
な
っ

て
も
、
品
格
の
な
い
国
家
で
あ
る
。

一
、
左
京
区
の
国
際
会
議
場
で
、
国
連
の
「
犯

罪
防
止
会
議
・
京
都
コ
ン
グ
レ
ス
」
が
開
か
れ

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとしの
政治活動をご支援いただける会員を募
集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会
年会費　1口1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

ん
が
、
わ
が
国
で
も
所
得
の
格
差
は
拡
大
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
著
書
に
ゆ
ず
り
ま
す
が
、

こ
う
し
た
哲
学
的
な
問
い
に
、
政
治
家
を
は
じ

め
と
す
る
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
向
き
合
っ
て
い
な

い
こ
と
が
人
類
の
悲
劇
で
し
ょ
う
か
。

強
い
者
、
富
め
る
者
が
、
弱
い
者
、
困
窮

す
る
者
に
対
し
て
優
し
い
ま
な
ざ
し（
シ
ン
パ

シ
ー
）を
忘
れ
た
社
会
。
強
い
者
、
富
め
る
者

が
、
そ
の
立
場
に
あ
る
か
ら
こ
そ
保
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
矜
き
ょ
う

持じ

を
忘
れ
て
し
ま
う（
モ
ラ

ル
の
な
い
）社
会
。
期
せ
ず
し
て
起
こ
っ
た
コ

ロ
ナ
禍
を
通
じ
て
、
平
時
に
は
見
え
な
か
っ
た

リ
ー
ダ
ー
の
本
当
の
あ
り
方
が
露
呈
し
た
中

で
、
き
っ
か
け
と
受
け
皿
さ
え
あ
れ
ば
国
民
の

マ
グ
マ
が
爆
発
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
う
な
れ
ば
、
自
民
党
は
も
ち
ろ
ん
既
成
政
党

の
存
在
意
義
は
失
わ
れ
、
予
想
も
し
な
か
っ
た

風
が
吹
く
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

資
本
主
義
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
衰
退
し

続
け
る
地
方
の
問
題
、
集
中
豪
雨
や
強
大
化
す

る
台
風
な
ど
気
候
変
動
の
問
題
な
ど
、
現
在
の

文
明
の
あ
り
方
を
大
き
く
見
直
し
て
い
く
た
め

の
活
動
を
今
後
も
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い

く
つ
も
り
で
す
。

桜
美
林
大
学
客
員
教
授　

二
之
湯 

武
史

著
書
『
最
適
化
社
会�

日
本
』
が
初
版
を
大

方
売
り
上
げ
た
よ
う
で
す
。
購
入
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ネ
ッ
ト
や

書
店
で
在
庫
切
れ
に
な
っ
て
い
る
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
多
く
、
出
版
社
と
第
2
版
の
相
談
を

し
て
お
り
ま
す
。

お
陰
様
で
各
方
面
か
ら
反
響
も
あ
り
、
講
演

や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
が
増
え
て
い
ま
す
。
特

に
、『
ビ
ジ
ネ
ス
の
未
来
』
の
著
者
、
山
口
周

氏
や
、『
人
新
世
の
資
本
論
』
の
著
者
、
斎
藤

幸
平
氏
な
ど
、
現
在
の
資
本
主
義
の
あ
り
方
に

疑
念
を
持
っ
て
い
る
有
識
者
と
の
対
談
イ
ベ
ン

ト
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
時
代
の
大
き
な
岐
路

に
あ
る
中
で
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
非
常
に
刺

激
的
な
機
会
を
、
著
書
を
通
じ
て
頂
け
て
い
ま

す
。「

経
世
済
民（
民
を
た
す
け
て
世
を
お
さ
め

る
）」
と
い
う
本
来
の
あ
り
方
か
ら
離
れ
た
現

在
の
新
自
由
主
義（
我
よ
し
、
強
い
も
の
勝
ち
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
論
理
）が
、
こ
れ
か
ら
も
人
類

を
幸
せ
に
す
る
の
か
、
疑
問
に
感
じ
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。
1
％
の
富
裕
層
が
99
％
の
富
を

独
占
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ

時
代
の
岐
路
に
想
う

時
代
の
岐
路
に
想
う

た
。
私
も
開
会
式
に
招
待
さ
れ
、
そ
の
条
件
と

し
て
事
前
に
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
、
陰
性
で

あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

幸
い
に
検
査
の
結
果
は
陰
性
で
あ
っ
た
。

一
、
あ
る
日
、
報
道
関
係
者
か
ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の

接
待
者
リ
ス
ト
に
、
歴
代
の
総
務
副
大
臣
・
政

務
官
の
名
前
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
二
ノ

湯
議
員
は
ど
う
で
し
た
か
と
の
問
い
合
わ
せ
が

あ
っ
た
。
私
の
担
当
は
、
自
治
関
係
な
の
で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
は
無
縁
で
あ
る
と
言
っ
て
お
い
た
。

一
、
春
が
や
っ
て
き
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解

除
さ
れ
て
も
、
今
一
つ
花
見
気
分
に
は
な
れ
な

い
。
昨
年
に
引
き
続
い
て
、
2
度
目
の
花
見
な

し
の
春
の
到
来
で
あ
る
。
何
時
に
な
っ
た
ら
、

完
全
終
息
が
で
き
る
の
か
。
行
き
場
の
な
い
、

欲
求
不
満
が
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。

一
、
中
国
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
す
る
選
手

に
中
国
製
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
す
る
と
言
い
出
し

た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神
を
遵
守
せ
ず
、
香
港
、

ウ
イ
グ
ル
に
お
け
る
人
権
弾
圧
を
繰
り
返
す
中

国
の
申
し
入
れ
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
。中
国
の
意
図
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。


